
第３２４号                  国土交通省管理職ユニオンニュース               2019 年 7 月 16 日 

union   

 

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
私
た
ち
管
理
職
員
も
含
む
地
方
整

備
局
職
員
の
処
遇
改
善
政
策
（
案
）
（
「
国
民
の
期
待
に
応
え

る
組
織
体
制
の
拡
充
と
共
に
管
理
職
員
の
処
遇
改
善
を
め
ざ

し
て(

案)

」
）
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
４
回
シ
リ
ー

ズ
で
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 

私
た
ち
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、「
管

理
職
員
の
処
遇
改
善
」
と
「
国
民
の

安
全
・
安
心
を
守
る
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
環
境
建
設
」
を
目
指
し
て
運

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
事
務
所
課
長
の
６
級
昇

格
は
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
職
場
は
相
次
ぐ
定
員
削
減

に
よ
り
、
事
務
所
・
出
張
所
係
長
に

多
く
の
欠
員
が
見
ら
れ
、
現
場
監
督

や
災
害
・
事
故
初
期
対
応
を
一
人
で

行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
「
一
人
出

張
所
長
」
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 
一
方
で
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
の
災
害

派
遣
や
、
増
加
す
る
老
朽
化
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
管
理
な
ど
、
地
方
整
備
局

の
国
民
に
果
た
す
べ
き
役
割
は
今
後

も
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

私
た
ち
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
国

民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
仕
事
を
誇

り
高
く
、「
や
り
が
い
」
を
持
っ
て
い

く
た
め
に
も
、
職
場
の
増
員
と
処
遇

改
善
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。 

若
手
職
員
が
将
来
に
希
望
を
持
て

る
職
場
に
し
て
い
く
た
め
、
是
非
、

ご
一
読
頂
き
、
職
場
の
話
題
と
し
て

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
ご
意

見
、
感
想
等
を
お
近
く
の
理
職
ユ
ニ

オ
ン
役
員
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 
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中国支部 中部支部 東北支部
役　　　職 氏    名 所属事務所 役　　　職 氏    名 所属事務所 役　　　職 氏    名 所属事務所

執行委員長 河村　　昭 出雲河川 執行委員長 岩 本 年 正 静岡河川 執行委員長 鳥屋部　勝弘 三陸国道

副執行委員長 佐野　孝行 倉吉河川国道 執行副委員長 上 野 好 隆 木曽川下流河川 副執行委員長 渡邉  茂徳 福島河川国道

事務局長 末永  　敦 広島西部山系砂防 執行副委員長 磯 村 敬 吾 愛知国道 事務局長 藤原　孝徳 山形河川国道

執行委員 清綱　保志 岡山河川 執行副委員長 大 矢 健 司 木曽川下流河川 事務局次長 大槻　金二 書記局２日以上／週

執行委員 細木　　修 三次河川国道 執行副委員長 落 合 綱 三 沼津河川国道 執行委員 佐藤　英徳 仙台河川国道

特別執行委員 國時　正博 河川部 事務局長 杉 山 佳 幸 木曽川上流河川 執行委員 佐藤　真一 山形河川国道

特別執行委員 大櫃　　剛 企画部 事務局次長 山 本 幸 広 三重河川国道 執行委員 松田　信也 新庄河川

事務局次長 青 山 一 雄 書記局 執行委員 北見　淳 郡山国道

四国支部 執行委員 大 森 徹 治 越美山系砂防

役　　　職 氏    名 所属事務所 執行委員 鈴 木 聡 静岡河川 北陸支部
執行委員長 明比　貢 徳島河川国道 執行委員 福 本 晃 久 浜松河川国道 役　　　職 氏    名 所属事務所

副執行委員長 毛利　浩徳 香川河川国道 執行委員 赤 坂 正 人 名古屋国道 執行委員長 羽深　圭一 新潟国道

事務局長 向井　洋一 松山河川国道 執行委員 秋 田 尚 孝 三重河川国道 副執行委員長 渡辺　均 長岡国道　

執行委員 宮崎　泰典 中筋川総合開発 執行委員 長 谷 川 温 岐阜国道 副執行委員長 笠原　和仁 湯沢砂防

執行委員 浅田　聖一 徳島河川国道 執行委員 神 村 章 治 多治見砂防国道 副執行委員長 池田　義一 信濃川河川

執行委員 土居　寛幸 中村河川国道 執行委員 刈 田 晃 天竜川上流河川 副執行委員長 大井　哲哉 河川部河川工事課

執行委員 久 保 雄 一 木曽川下流河川 副執行委員長 原　　俊彦 北陸技術

九州支部 執行委員 海 野 鐘 弘 木曽川下流河川 副執行委員長 喜多　　昇 新潟国道

役　　　職 氏    名 所属事務所 執行委員 笠 井 良 彦 木曽川上流河川 事務局長 森田　義一 新潟国道

執行委員長 興梠　逸郎 武雄河川 執行委員 安 藤 浩 照 沼津河川国道 事務局次長 古市　成人 信濃川河川

執行副委員長 堀之内 幸昌 鹿児島国道 事務局次長 焼田　聡 長岡国道

執行副委員長 沼田　英昭 鹿児島国道 近畿支部 執行委員 金子　雄司 北陸技術

事務局長 福留　泰男 武雄河川 役　　　職 氏    名 所属事務所 執行委員 竹原　正 長岡国道

事務局次長 玖村 徳則 鹿児島国道 執行委員長 西野　直均 大阪国道 執行委員 近藤　敏 千曲川河川

執行委員 橋口　繁雄 八代河川国道 副執行委員長 高村　裕一 兵庫国道 執行委員 三浦　慶一 黒部河川

執行委員 神野　隆司 鹿児島国道 副執行委員長 竹沢　幸英 京都国道 執行委員 南谷　達也 金沢河川国道

執行委員 冨岡　昭彦 筑後川ダム統管 副執行委員長 石鍋　一文 滋賀国道 執行委員 高橋　昭一 阿賀野川河川

執行委員 野口 和洋 立野ダム工事 副執行委員長 深澤　洋二 豊岡河川国道

執行委員 島畑　郁朗 鹿児島国道 副執行委員長 竹井　宏和 兵庫国道 関東支部
副執行委員長 大枝　千晋 大阪国道 役　　　職 氏    名 所属事務所

事務局長 亀井　　稔 近畿技術 執行委員長 星野　豊 京浜河川

地理支部 事務局次長 西村　政司 淀川河川 副執行委員長 西澤　純夫 相武国道

役　　　職 氏    名 所属事務所 執行委員 松本　裕之 福知山河川国道 副執行委員長 中川　順次 書記局２日／週

執行委員長 矢沢　勇 基本図情報部 執行委員 菊池 　弘 大和川河川 副執行委員長 上林　喜美夫 京浜河川

副執行委員長 真野　宏邦 測地観測センター 執行委員 小原　良一 琵琶湖河川 事務局長 小林　治 江戸川河川

事務局長 廣瀬　　勝 企画部 執行委員 堂下　政春 大和川河川 事務局次長 安藤　勇 大宮国道 書記局１日／週

事務局次長 根本　悟 測地観測センター 執行委員 山中　昌秀 琵琶湖河川 執行委員 渡辺　正彦 甲府河川国道

執行委員 上村　和彦 近畿地方測量部 執行委員 森　 　俊彦 豊岡河川国道 執行委員 大菅　和彦 国土交通大学校

執行委員 井上　武久 地理地殻活動研究センター 執行委員 星原　義之 奈良国道

執行委員 白井　宏樹 測地部 執行委員 津村　智明 紀南河川国道

執行委員 根本　久美子 地理空間情報部 執行委員 榊　　 義和 紀伊山系砂防

書記局員 大滝　三夫 書記局１日/週 執行委員 田尻　尚登 姫路河川国道

執行委員 阪井　千寿子 福知山河川国道

 
 

全
国
９
支
部
で
定
期
大
会
を
開
催

し
、
左
表
の
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
超
過
勤
務
上
限
規
制
で
、

「
部
下
の
健
康
を
守
り
た
い
」「
業
務

は
進
め
な
く
て
は
い
け
な
い
」
管
理

職
員
の
悩
み
が
出
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

悩
み
多
き
管
理
職
員
の
“
愚
痴
の
受

け
皿
”
と
な
る
。
『
大
い
な
る
雑
談
』

を
職
場
で
実
践
し
職
場
世
論
を
作
っ

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。 

  

      

 

７
月
初
旬
、
鹿
児
島
、
宮
崎
で
ま

た
も
破
堤
や
土
砂
崩
れ
等
の
豪
雨
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
自
治
体
も
土

木
技
術
者
不
足
で
被
災
状
況
の
把
握

等
で
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
必
要

性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
の

土
木
技
術
者
を
増
や
す
こ
と
が
根
本

的
な
解
決
策
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国

土
交
通
省
の
役
割
が
問
わ
れ
る
場
面

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

私
的
見
解
で
す
が
、
公
務
員
で
あ

る
以
上
、
国
民
の
「
安
全
・
安
心
」

の
為
に
被
災
地
に
赴
く
の
は
当
然
か

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
参
加
後
の

本
務
地
に
残
さ
れ
る
業
務
の
山
や
、

行
っ
て
支
給
さ
れ
る
手
当
も
無
い

（
出
張
旅
費
や
超
過
勤
務
は
有
る
も

の
の･

･
･

）
こ
と
か
ら
、
派
遣
に
「
二

の
足
」
を
踏
む
感
情
が
あ
る
の
も
事

実
だ
と
思
い
ま
す
。 

や
は
り
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

を
法
律
的
に
明
確
に
し
て
、
そ
の
為

に
必
要
な
人
員
を
確
保
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
法
律
的
に
必
要

な
業
務
と
位
置
付
け
ら
れ
れ
ば
、
被

災
地
に
同
じ
よ
う
に
派
遣
さ
れ
る
自

衛
隊
や
消
防
隊
と
同
様
に
「
派
遣
手

当
」
も
創
設
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
決
し
て
手
当
が
欲
し
く

て
行
く
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
手

当
が
あ
れ
ば
「
や
り
が
い
」
も
報
わ

れ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

災
害
対
応
に
思
う
事
は
、
被
災
直

後
迅
速
に
対
応
出
来
る
の
は
、「
地
元

密
着
の
土
木
企
業
だ
。
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
ま
た
、
若
者
の
建
設
業
界
離

れ
は
深
刻
で
す
。
国
土
交
通
省
の
若

手
職
員
も
離
職
者
が
後
を
絶
た
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。 

昨
今
、
成
立
し
た
「
担
手
三
法
」

は
品
確
法
・
建
設
業
法
・
入
契
法
の

改
正
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
透
明
で

公
正
な
契
約
環
境
、
適
切
な
工
期
設

定
な
ど
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
る
課

題
は
多
く
あ
り
ま
す
。
健
全
で
透
明

性
高
く
、
優
れ
た
技
術
力
を
持
つ
企

業
が
成
長
で
き
る
、
ま
た
、
若
手
が

生
涯
を
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
建
設

業
界
を
作
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
地
域
密
着
型
の
土
木
企
業
が

適
正
に
成
長
し
、
被
災
時
に
対
応
で

き
る
環
境
も
整
備
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
お
も
い
ま
す
。
（
Ｒ
） 

  


